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東紀州地域が近くなります。1

津市から尾鷲市間では、今回開通する紀勢自動車道の大宮大台ＩＣ～紀勢大内山
ＩＣ間を利用した場合、国道42号を利用した場合と比較して、時間で約10分、走
行距離で約4kmの短縮となり、津方面と東紀州地域が近くなり、利便性の向上に
大きく貢献します。

約１０分、約４kmの短縮約１０分、約４kmの短縮

※所要時間の算定：高速道路の規制速度及び道路時刻表（’07
～’08）をもとに算出
※東紀州地域とは、紀北町、尾鷲市、熊野市、御浜町、紀宝町
の５市町をいう。
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紀勢大内山IC

津市役所

紀伊長島IC（仮称）

尾鷲市役所

紀勢自動車道経由

1時間45分
102km

紀勢自動車道経由

1時間45分
102km

国道42号経由

1時間55分
106km

国道42号経由

1時間55分
106km

10km 国道42号

【拡大図】
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一般道の代替機能を発揮します。2

交通事故や地震などの自然災害の発生に伴う、一般道通行止め時の備えが必要で
す。紀勢自動車道は国道42号の代替路として機能します。

2004年8月
大雨による国道42号
道路決壊箇所、北牟
婁郡紀北町海山区便
の山

東京方面と東紀州地域
との都市間バスの運転
手によると、東紀州地域
の道路は峠やカーブが
多く、運転の負担が大き
いとのことです。（バス
事業者）

荷坂（3.5km区間）
雨量通行規制区間
通行止基準連続雨量250mm

4,634

5,328

2,317

4,270

2,815

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2003 2004 2005 2006 2007

(mm)

東
京

名
古
屋

尾
鷲

◆交通事故箇所及び沿線地域の降雨量と雨量規制区間の状況

○国道42号が通行止になる状況では迂回ルートや鉄道も同様に通行止となり、日常生活や産業流通
面への影響は大きいと感じます。（地元観光関係者）

○国道42号の通行止めは、出荷できなくなることに加え、当社の前を通っている国道３１１号も通行止
めになってしまうため、会社自体も休みにせざるを得ません。（地元企業）

○国道が通行止めになると運休や折り返し運転を余儀なくされ、リスクがとても高いです。（ﾊﾞｽ事業者）

地域の声

尾鷲

東紀州地域は東京・名古屋と比べて降雨量の多い地域

藤坂峠

尾鷲

荷坂

紀伊長島（仮称） IC 紀勢大内山IC 大宮大台IC

死傷事故箇所
（2008.1月～9月末）

◆国道42号の高低差

大宮大台IC

紀勢大内山IC

紀伊長島（仮称）IC

国道42号は交通事故や自然災害により
通行止めの可能性が高く、通行止め時は
大きな迂回をしなければなりません。
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地形の厳しい地域であり、運転の負担が軽減されると期待されています。

通行止回数
（回）

通行止時間
（分）

2001 1 565
2002 1 230
2003 0 0
2004 2 1,075
2005 0 0
2006 0 0
2007 0 0

出典：交通事故データ（三重県警察本部版交通事故マップより作成）、
降雨量（気象庁データ）、雨量通行規制区間（中部地方整備局紀勢国道事務所資料より作成）

出典：中部地方整備局紀勢国道事務所資料より作成



松阪中央総合病院 済生会松阪総合病院

松阪市民病院

山田赤十字病院

紀勢大内山IC

大宮大台IC

勢和多気IC 市立伊勢総合病院

大紀町役場
大内山支所

松阪中央総合病院～大紀町役場
大内山支所間の所要時間

約50分約50分

約35分約35分

＜勢和多気IC～紀勢大内
山ICを利用しない場合＞

＜利用する場合＞

山田赤十字病院～大紀町役
場大内山支所間の所要時間

約50分約50分

約35分約35分

＜勢和多気IC～紀勢大内
山ICを利用しない場合＞

＜利用する場合＞

開通区間

救急医療体制（医療施設までの搬送時間短縮）を支援します。3

大紀町から高度医療設備を有する病院までの所要時間が約15分短縮され、紀勢自
動車道の延伸は〝命の道〟として、延伸区間沿線や東紀州地域の救急医療体制を
支援します。

出典：2006年版救急救助実施状況調
※収容時間：119番の覚知から病院収容までの時間

［消防本部別の収容時間の状況（2006年） ］

◆開通区間の沿線地域や東紀州地域では、救命救急センター等の拠点施設が少なく、
救急活動における病院までの収容時間が他地域と比較して長い傾向にあります。

＜脳卒中医療体制＞
・南伊勢志摩医療圏の南部、東紀州医療圏では、急
性期における地域の医療連携体制の構築、専門
科医の確保、隣県との医療体制の構築を行なう必
要があります。

出典：三重県保健医療計画（第四次改訂）をもとに作成

＜周産期医療体制＞
・リスクを伴う分娩に関して、周産期医療を実施する
施設は集約化、重点化され機能分担が確立されて
います。
・南伊勢志摩、東紀州医療圏は、地域の医療セン
ターから距離があります。

＜小児医療体制＞
・南伊勢志摩、東紀州医療圏の近くでは、小児医療
拠点病院が未整備です。
・入院を必要とする重症の場合、離れた地域で治療
を行なう必要があります。

［救命救急センター、周産期・小児科医療拠点、分娩施設の分布］ ［医療の現状］

北勢医療圏

中勢伊賀医療圏

南伊勢志摩医療圏

東紀州医療圏

三重県立総合医療センター
（救命救急センター）

山田赤十字病院
（救命救急センター）

国立大学法人 三重大学
医学部附属病院

市立四日市病院

厚生連鈴鹿中央総合病院

厚生連松阪中央総合病院

（独）国立病院機構 三重病院

（独）国立病院機構 三重中央医療センター

［紀勢自動車道沿線地域の主な緊急搬送ルート］

※所要時間の算定：高速道路は緊急車両の制限速度，一般道は道路時刻
表から得られる速度に割増をして算定

地域の声

分娩を行っている病院・診療所

三次救急医療施設（平成20年
二次救急医療施設（平成20年

総合周産期母子医療センター

地域周産期母子医療センター

小児救急医療拠点病院（H20年
地域小児救急医療センター（H

二次救急医療施設のうち分娩を

三次救急医療施設（2008年10月1日現在）

二次救急医療施設（2008年10月1日現在）

二次救急医療施設のうち分娩を行っている施設（2008年3月27日現在）

総合周産期母子医療センター（2008年3月27日現在）

地域周産期母子医療センター（2008年3月27日現在）

小児救急医療拠点病院（2008年3月27日現在）

地域小児救急医療センター（2008年3月27日現在）

分娩を行っている病院･診療所（2008年3月27日現在）

○対面通行のリスク(高速の事故通行止め等)から、緊急
搬送時に紀勢自動車道を利用することに躊躇いがあり
ました。
○今後は、紀勢自動車道の延伸もあり、国道の交通事
故リスクや地元住民からの要望等を考慮すると、必要
に応じて紀勢自動車道を活用した緊急搬送を行なう方
針になっています。（消防関係者）

出典：NEXCO中日本資料「紀勢自動車道の開通に関するヒアリング調査
（2008年10月）をもとに作成



4-1 環境保全に貢献します。

紀勢自動車道の開通による交通転換で、走行環境が改善されることにより、CO2、
NOX、SPMの排出量が削減され、地球温暖化防止など大気環境の改善に貢献しま
す。

■ＣＯ２（二酸化炭素）排出量の削減
森林約698haの二酸化炭素吸収量に相当
賢島の面積（約66ha）の約11倍

ＣＯ２削減量

年間 7,400トン
ＣＯ２削減量

年間 7,400トン
×約11倍

森林のCO2吸収を10.6t-CO2/ha・年と換算
（出典：IPCC土地利用,土地利用変化および林業に関する優良手法指針）

■ＮＯｘ（窒素酸化物）排出量の削減
大型車約19万台の年間排出量に相当

ＮＯｘ削減量

年間 22トン
ＮＯｘ削減量

年間 22トン
約19万台

大型車が40km/hで平均走行距離(約26km)を走行した場合に排出するNOx量に換算(4.4g/km・台)
（出典：高速道路便覧2007，2005年度道路政策評価通達集）

■ＳＰＭ（浮遊粒子状物質）排出量の削減
ペットボトル約1.2万本に相当

ＳＰＭ削減量

年間 1.2トン
ＳＰＭ削減量

年間 1.2トン
約1.2万本

500mlペットボトル1本はSPM約100gとして換算

※客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法について（案）2003年11月，国土交通省に基づき算定。
※現況の道路ネットワークをもとに紀勢自動車道 大宮大台IC～紀勢大内山IC間が開通したものと仮定し算定。



環境保全に貢献します。

高速道路の建設事業を進めるにあたっては、人と自然、地球にやさしい道路環境
の形成に積極的に取り組んでいます。
紀勢自動車道においても、盛土のり面の樹林化や現地発生材等の有効活用、太陽
光発電などの環境保全に努めています。

盛土のり面の樹林化

周辺樹林より種子を採取・育成し、盛土
のり面に植樹して周辺地域に調和した
自然回復（樹林化）に取り組んでいます。

省エネルギーへの取り組み

太陽光発電システムを導入し、主にお手
洗い棟の照明用電源として活用していま
す。

樹林化（将来ｲﾒｰｼﾞ）

ドングリの植樹状況 完成予想図

資源のリサイクルの推進

地域で発生したアコヤ貝の貝殻や高速道路の建設で発生する石などを積極的に利用
し、有効活用を図っています。

現地発生石

車止めやベンチに利用

アコヤ貝の貝殻

園地部の舗装材に利用

完成予想図

（ｲﾒｰｼﾞ） （ｲﾒｰｼﾞ）
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東紀州地域の産業を支援します。5

東紀州地域は第1次産業が盛んで、このうち漁業は三重県内に占める漁獲量の割合
が大きく、食料品製造業の出荷額の割合も高い地域です。紀勢自動車道の延伸は、
鮮魚加工品の営業圏の拡大など延伸区間周辺や東紀州地域の産業を支援します。

◆東紀州地域の産業特性

出典：2005年国勢調査

［産業別にみた就業者の割合］

○松阪、津、四日市などへ営業活動をしており、紀勢自動車道開通前は１日で行くことが出来る範囲が限られていましたが、
開通すれば営業範囲を増やすことができます。

○前日に注文を受け付けるため、配送時間が短縮されれば、注文締切時間を遅らせることができ、サービス向上が図れます。
○営業圏は３～４時間で陸送可能な範囲に限られるため、高速道路の延伸は営業圏の拡大に欠かせません。
○活魚輸送においては鮮度が命であるので、早ければ早いほどおいしいお魚をお届けできます。
○紀勢大内山ICから2分くらいの場所に、民間の土地を利用して、電子製品製造業が新しく立地することが決まりました。

地域の声

営業圏は３～４時間で陸
送可能な範囲

尾鷲地域の水揚げ

中央卸売市場海外市場コンビニ外食・居酒屋回転寿司量販店

鮮魚は水揚げした地
域において加工して
出荷するのが主流 鮮魚加工工場

高速道路などスピードを重視した陸送による輸送が必要

約53% 約14% 約1% 約1% 約1% 約3%

［漁獲量の三重県全体に占める割合］

［製造業の内訳］

◆東紀州地域では価値の高い魚が獲れ、水産関係の工場も多い

◆鮮魚加工品の流通例

出典：2006年海面漁業生産統計調査

出典：2006年工業統計

2007年度養殖業
約1,000トン、約8億円の規模

尾鷲市

熊野市

紀北町

南伊勢町

大台町 大紀町

三木浦漁港

五ヶ所湾漁港

大紀町・紀北町・尾鷲市内の
gooタウンページに記載されている
水産関係の工場

大紀町・紀北町・尾鷲市内の
gooタウンページに記載されている
水産関係の工場

大宮大台IC

紀勢大内山IC
錦漁港

紀伊長島IC（仮称） マハタ（養殖）

マダイ（養殖） ヒラメ（天然）

カンパチ（天然）

イサキ（天然）

シマアジ（養殖）

その他
35.5%

2006年
三重県漁獲量
約188千トン

東紀州地域
64.5％

パルプ・紙・

紙加工品製造業

40.3%

プラスチック

製品製造業

6.2%

木材・木製品製造業

（家具を除く）

5.4%

その他

17.6%

電子部品・

デバイス製造業
4.9%

窯業・土石製品製造業
3.9%

2006年
東紀州地域
製造品出荷額
約793億円

食料品製造業
21.7％

時間短縮は営業圏の拡大につながります。

出典：NEXCO中日本資料「紀勢自動車道の開通に関するヒアリング調査（2008年10月）

出典：NEXCO中日本資
料「紀勢自動車道の開通
に関するヒアリング調査
（2008年10月）
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尾鷲港

東紀州地域の物流を支えます。6

◆国道42号が通行止めになると輸送に多大な時間を要しています。紀勢自動車道の延伸
で開通並行区間で通行止めが発生しても大きな迂回の必要がなくなります。

東紀州地域で獲れた鮮魚を東京（築地市場）等に運んでおり、鮮度が命である活
魚輸送では、これまでも紀勢自動車道を含めた高速道路を積極的に利用されてい
ます。紀勢自動車道の延伸は、延伸区間周辺や東紀州地域の物流を支援します。

○鮮度が命である活魚輸送においては積極的に紀勢自動車道を含めた高速道路を利用しています。
○国道42号が通行止めの場合には、やむを得ず奈良県吉野町経由のルートで出荷しているが、かなり
の時間増となります。
○紀勢自動車道が延伸されれば、県庁や県漁連への出張が楽になります。

国道42号が通行止めの
場合には、やむを得ず奈
良県吉野町経由のルー
トで出荷している。

A漁協組合の場合

地域の声

吉野町
大宮大台IC

紀勢大内山IC

紀伊長島IC
（仮称）

その他の産業に
おいても同様の
時間短縮が可能。

■尾鷲港～亀山JCT間の距離（km） ■尾鷲港～亀山JCT間の所要時間（分）

吉野町経由に比べて約109kmの短縮 吉野町経由に比べて約2時間15分の短縮

※大宮大台ＩＣ～紀勢大内山ICまでの国道42号の区間において通行止であった場合を想定
※所要時間の算定：高速道路の規制速度及び道路時刻表（07’～08’）をもとに算出

※１ ※１

関東（築地市場）・東北方面
や金沢へ出荷
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東紀州地域への観光を支援します。7-1

東紀州地域へは「中部」や「関西」から自動車で訪れる方が多く見られます。
紀勢自動車道の延伸によって、延伸区間周辺や東紀州地域への観光客の増加が期
待されます。

◆様々な観光資源が点在する東紀州地域

○世界遺産登録直後は、熊野古道目当て
の団体バスツアー客が多く見られました
が、近年、マイカー利用の個人旅行へと
移行しています。（地元観光関係者）

○中京圏からのお客様が多く、利用交通手
段は自家用車が圧倒的に多いです。（地
元観光施設）

○自由度の高い旅行者で、行き先が未定の
お客様も見かけます。（地元観光施設）

出典：三重県「平成19年度三重県観光データ・観光客満足度評価調査事業報告書」2008年3月

◆東紀州を訪れる観光客の居住地 ◆東紀州を訪れる観光客の交通手段

自動車による
観光客が多い

中部と関西からの
観光客が多い

出典：東海南海交流会議事務局HPより作成

地域の声

※水色の線は旧来の参詣道



東紀州地域への観光を支援します。7-2

交通アクセスの向上により、東紀州地域を中心に新たな旅行企画がされてきてい
ます。利用者の周遊観光への期待も高く、紀勢自動車道の延伸により東紀州地域
への観光客の増加が期待されます。

大阪の旅行会社によって、京都発の東紀州
地域への新たなバスツアーが企画されてい
ます。
また、九州の旅行会社においても新幹線で
京都まで訪れ、その後高速バスを利用した
観光ツアーが企画されています。

A社では、全国各地からセントレアまで航空機を
利用し、１日目は名古屋に泊まり名古屋観光、
翌日、シャトルバスで熊野古道に行き、鳥羽に
宿泊するプランがあります。利用客は増加して
おり好評を得ています。

◆東紀州地域への新たな旅行企画による観光客増加への期待

◆周遊観光への期待

行き先が増
える
49.7%

行く回数が増
える
27.8%

滞在時間が
増える
8.6%

変わらない
12.8%

その他
0.7%

無回答
0.5%

周遊したいと
思う
55.2%

無回答
0.6%周遊したいと

思わない
5.6%

検討したい
38.6%

魅力を感じ
る
90.8%

魅力を感じ
ない
8.4%

無回答
0.8%

東紀州地域に魅力を感じる
人が9割

伊勢志摩地域と東紀州地
域を周遊したいと思う人が
半数以上

紀勢自動車道の開通によっ
て東紀州地域内の行き先
が増えるとした人が約半数

九州 北海道

名古屋

鳥羽

熊野古道

出典：NEXCO中日本資料「紀勢自動車道の開通に関するヒアリング調査（2008年10月）

出典：NEXCO中日本資料「紀勢自動車道の開通に関するアンケート調査（2008年9月）

セントレア

0 80km

京都

東紀州

新名神高速道路

＜九州の旅行会社が企画＞

新幹線＋高速バス

＜大阪の旅行会社が企画＞

京都発高速バス

九州

［東紀州地域の観光資源に対す
る魅力］
（単一選択方式） ｎ＝3,002

［東紀州地域と伊勢志摩地域の
観光地の周遊観光の可能性］
（単一選択方式） ｎ＝3,002

［紀勢大内山ＩＣまで開通した場
合の観光に対する行動の変化]
（単一選択方式） ｎ＝3,002
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8-1

紀勢自動車道の延伸により、紀北町からの90分圏域や尾鷲市からの2時間圏域に
含まれる施設(大型ショッピングセンターや年間100万人以上が訪れる観光レ
ジャースポット)が増加するなど、生活圏域の拡大が期待されます。

東紀州地域の生活圏域が拡大します。

98.1

1.9

0 20 40 60 80 100

思う

思わない

◆沿線地域の方は、「観光レジャー」のほか買い物・食事、通院・見舞いなどで紀勢自動
車道を利用したいと思っています。

出典 NEXCO中日本資料「紀勢自動車道開通に関するアンケート（2008年9月）」
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◆大型ショッピングセンターなどが近くなります。

ベイスクエア津ジャスコ久居店

津サティ

津松菱

ベイスクエア津

ジャスコ津南店

松阪SCマーム

アピタ松阪三雲店

ミタス伊勢

イオンララパークSC

ジャスコ伊勢店

アドバンスモール松阪

パワーセンター松阪

イオン明和SC

阿児SC

伊勢神宮（内宮）

伊勢神宮（外宮）

志摩スペイン村

二見浦

尾鷲市

鳥羽水族館

鳥羽市旅館街

尾鷲市以北、津市以南の
店舗面積１万㎡以上ある小売店舗
年間１００万人以上が訪れる
観光・レジャースポット

生活圏拡大への期待

紀北町からの90分圏域の変化事例
現時点：勢和多気JCT～大宮大台

ICが開通
今回延伸：紀勢大内山ICまで開通

※所要時間の算定：高速道路の規制速度及び道路時刻表（07’～08’）をもとに算出

［紀勢大内山ICまで開通した際の紀勢自動車道の
利用意向（沿線地域の方）］

［紀勢自動車道の利用目的］

（単一選択方式）n=156

（複数選択方式）n=153

8

13 14

3

3

5

0

5

10

15

20

25

未開通 大宮大台まで 紀勢大内山まで

観光レジャー

買い物･食事等

11

16

19

尾鷲市からの2時間圏域の施設数箇所

+３

+５

8

2

0

5

10

15

未開通 大宮大台まで 紀勢大内山まで

観光レジャー

買い物･食事等

0
1

10

箇所
紀北町からの90分圏域の施設数

+９

紀北町



8-2 東紀州地域の生活圏域が拡大します。

大紀町及び紀北町から松阪・伊勢方面に通勤・通学、病院へ通院をしている方が
みられ、紀勢自動車道の延伸により、一層の利便性向上が期待されます。

○勢和多気JCTから大宮大台ICまで開通した際、（テスト期間中や急病などで）松阪へ通学している子
供を迎えにいくときは、JR･バスを乗り継ぐよりも、紀勢自動車道を利用すれば1時間程度短縮したと
感じます。大変便利になりました。（地元行政担当者）

地域の声

出典 2005年国勢調査「第6巻」三重県

◆松阪・伊勢方面の通勤・通学状況及び通院状況

出典：三重県消防広域化推進計画
2008年3月（三重県）

［患者住所地別他市町への受療動向（稼動率）］

開通区間の沿線地域で
は松阪市へ入院・外来受
診で向かう割合が高い

12:00 12:43 14:14

ガソリン代
約650円

高速道路料金
1100円

JR運賃
950円×2人＝1,900円

自動車利用

JR利用

自動車利用

JR利用

約150円の差

◆早くて安い自動車利用（自動車とJRの比較：JR松阪駅～JR大内山駅間の場合）

所要時間 料 金

［大紀町及び紀北町から松阪・伊勢方面への通勤・通学の状況］

高速道路
走行時間

乗車時間
（乗換時間含む）

約1時間30分差

帰宅時刻を12時と仮定

※ 2006年三重県医療実態調査より
※ 調査時点の市町村数は29市町村
※ 県外への移動については調査対象外
※ 他市町への移動のみ表示

津市

松阪市

多気町

伊勢市

尾鷲市

熊野市

8282

1,3641,364

9999

104104

514514

227227

144144

約1,100名が大紀町及び
紀北町から松阪・伊勢方
面に通勤･通学している

紀北町

大紀町

5050

※所要時間の算定：高速道路の規制速度及び道路時刻表（07’～08’）をもとに算出
JR利用は、JR時刻表（08.11）をもとに算出

待ち時間



77.2

5.0

3.3

3.0

2.9

5.5

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

観光地までの移動時間が短縮し、観
光の行動範囲が拡大する〔観光面〕

運転の疲労が軽減する
〔運転の快適性向上〕

到着時間が正確に読める
〔定時性の確保〕

緊急時(医療･防災等)の対応が迅速
になる〔生活の安全･安心〕

営業･配送エリアが拡大する、荷物の
配送時間が短縮する〔ビジネス面〕

その他

無回答

思う
　　88.6

思わない
　　11.2

無回答
　　0.2

高速道路を利用するお客様も開通を待ち望んでいます。9

◆東紀州地域を訪れる際、約9割の人が紀勢大内山ICを利用したいと回答し、 そのうち、
観光レジャーでの利用意向が約9割以上を占めています。

◆観光の行動範囲拡大への期待が約8割と非常に高い状況です。

紀勢自動車道周辺のSA・PAや道の駅でアンケート調査を実施したところ、約９
割の方が東紀州地域を訪れる際、紀勢自動車道を利用したいと回答されています。
特に紀勢自動車道の延伸は、東紀州地域の観光の行動範囲の拡大などに期待され
ています。

出典 NEXCO中日本資料「紀勢自動車道開通に関するアンケート（2008年9月）」

出典 NEXCO中日本資料「紀勢自動車道開通に関するアンケート（2008年9月）」

紀勢自動車道の
利用意向

92.6

6.2

5.5

4.6

4.3

2.1

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

観光レジャー

買物･食事等

ビジネス（物を運ばない）

ビジネス（物を運ぶ）

帰省

通院･見舞い

その他
(複数選択方式)n=2,660

［紀勢大内山ICまで開通した際の紀勢自動車道
の利用意向］

・延伸すると、色々な観光地に行く機会
が増えます。（安濃SAのお客様）
・串本まで本当に遠かったので、少しで
もつながると助かります。（道の駅の
お客様）
・磯釣りに良く行くので延伸を心待ちに
しています。（御在所SAのお客様）
・熊野の花火に行きやすくなるので、早
く整備して欲しいです。（土山SAのお
客様）
・三重県外に旅行にいくと、帰りの道の
りを考えるとぞっとします。尾鷲まで
の早期の開通を期待します。（尾鷲市
在住の方）
・開通すれば旅行の幅が広がります。
（亀山PAのお客様）

期待の声

(単一選択方式)n=3,002

［紀勢自動車道の整備に対して特に期待する事項］

％

％

％

％

％

％

％

［％］

［％］

％

％

％

％

％

％

％

(単一選択方式)n=3,002

％

％

％

［紀勢自動車道の利用目的］


